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は 

じ 

め 

に

　

ペ
リ
ー
の
来
航
に
よ
り
長
く
続
い
た
日
本
の
鎖
国
は
終
わ
り
、
次
第
に
武
力

抗
争
が
継
続
す
る
幕
末
動
乱
の
時
代
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
。
歴
史
上
の
事
件

（
変
）
を
拾
い
上
げ
て
み
る
と
、

･  

水
戸
脱
藩
士
に
よ
る
桜
田
門
外
の
変
（
安
政
七
年
〈
一
八
六
〇
〉）。
幕
府
の

権
威
失
落
。

・  

生
麦
事
件
（
文
久
二
年
〈
一
八
六
二
〉）
か
ら
薩
英
戦
争
（
文
久
三
年
）。
薩

摩
藩
の
敗
北
。

・  

八
・
一
八
の
政
変
（
文
久
三
年
）。
長
州
藩
が
京
都
を
追
わ
れ
る
。

・  

禁
門
の
変
（
元
治
元
年
〈
一
八
六
四
〉）。
長
州
藩
と
越
前
藩
な
ど
で
戦
闘
。

長
州
藩
再
び
朝
敵
と
な
る
。

・  

下
関
戦
争
（
元
治
元
年
）。
長
州
藩
の
敗
北
。

・ 

将
軍
徳
川
家
茂
急
逝
（
慶
応
二
年
〈
一
八
六
五
〉
七
月
二
十
日
）

・ 

薩
長
同
盟
（
慶
応
二
年
一
月
二
十
一
日
）

・ 

第
二
次
長
州
戦
争
（
慶
応
二
年
）。
幕
府
軍
各
地
で
敗
北
。

・  

孝
明
天
皇
崩
御（
慶
応
二
年
）。会
津
藩
を
は
じ
め
と
す
る
公
武
合
体
が
頓
挫
。

幼
帝
を
か
か
え
る
討
幕
派
が
主
導
権
を
握
る
。

・
大
政
奉
還
（
慶
応
三
年
）

・  

鳥
羽
伏
見
の
戦
（
慶
応
四
年
）。
戊
辰
戦
争
の
始
ま
り
。
幕
府
・
会
津
藩
勢

力
よ
り
軍
事
力
で
圧
倒
す
る
薩
摩
・
長
州
藩
が
新
政
府
軍
の
基
盤
を
固
め
、

官
軍
（
新
政
府
軍
、
西
軍
）
と
な
る
。

　

今
回
の
越
前
（
福
井
）
藩
の
戊
辰
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
る
旅
は
、
戊

辰
戦
争
の
前
哨
戦
に
な
っ
た
禁
門
の
変
の
戦
没
者
が
祀
ら
れ
て
い
る
福
井
市
足

羽
山
の
招
魂
社
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。

越
前
（
福
井
）
藩
の
戊
辰
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て

南　

川　

傳　

憲
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越
前
（
福
井
）
藩
の
戊
辰
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て 

　
　
　

一　

足
羽
山
招
魂
社

　

福
井
市
に
は
大
宮
に
福
井
県
護
国
神
社
（
昭
和
十
六
年
社
殿
竣
工
）
と
足
羽

山
に
招
魂
社
が
あ
る
。
京
都
堺
町
禁
門
の
変
と
戊
辰
戦
争
の
戦
没
者
を
慰
霊
し

て
い
る
足
羽
山
招
魂
社
の
由
緒
書
を
紹
介
し
た
い
。

　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
京
都
堺
町
禁
門
の
変
に
た
お
れ
た
福
井
藩
士
七
名

な
ら
び
に
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
戊
辰
の
役
殉
難
者
十
二
名
（
表
１
）
を

慰
め
る
た
め
、
明
治
三
年
九
月
に
こ
の
地
に
墓
碑
を
建
て
、
招
魂
場
と
呼
ん
で

旧
福
井
藩
軍
務
寮
が
こ
れ
を
守
護
し
て
き
た
。

　

明
治
六
年
七
月
旧
藩
主
松
平
慶
永
（
春
嶽
）・
茂
昭
両
公
な
ど
が
建
議
し
て

御
社
殿
を
造
営
。
同
年
九
月
十
二
日
前
記
十
九
柱
を
合
祀
し
て
招
魂
社
と
称
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
西
南
の
役
、
日
清
・
日
露

戦
争
の
国
事
殉
難
者
を
も
合
祀
し
市

民
の
崇
敬
い
よ
い
よ
篤
く
明
治
三
十
四

年
に
官
祭
招
魂
社
、
昭
和
十
四
年
に
は

足
羽
山
護
国
神
社
と
称
し
た
が
、
さ

ら
に
大
東
亜
戦
争
に
お
け
る
戦
没
者

（
六
九
四
四
）
柱
の
霊
を
合
祀
し
、
昭

和
三
十
六
年
十
二
月
、
現
在
の
足
羽
山

招
魂
社
に
改
め
ら
れ
た
。（
以
下
略
）

　

従
っ
て
、
足
羽
山
招
魂
社
に
は
い
わ

ゆ
る
戊
辰
戦
争
の
前
哨
戦
で
あ
っ
た
京

都
堺
町
禁
門
の
変
の
戦
没
者
か
ら
合
祀
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る

が
、
こ
こ
は
神
社
で
あ
る
た
め
、
境
内
に
墓
地
は
な
い
。

　
　
　

二　

京
都
御
苑
（
堺
町
御
門
）

　

著
者
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
京
都
御
苑
の
一
部
に
あ
る
堺
町
御
門
を
訪
ね

て
み
た
。
京
都
二
条
城
か
ら
堀
川
を
越
え
、
福
井
藩
邸
（
改
装
中
の
京
都
国
際

ホ
テ
ル
）
が
あ
っ
た
橋
本
左
内
碑
を
見
な
が
ら
二
条
通
り
を
散
策
し
た
。
昔
な

が
ら
の
町
屋
が
立
ち
並
ぶ
中
を
東
に
進
む
と
、
烏
丸
の
大
通
り
に
出
る
。
そ
こ

を
北
に
進
む
と
森
と
御
門
に
囲
ま
れ
た
京
都
御
苑
に
行
き
当
た
る
。
烏
丸
丸
太

町
交
差
点
を
右
折
し
て
百
メ
ー
ト
ル
程
進
む
と
、
目
的
と
す
る
堺
町
御
門
が
左

手
に
見
え
る
。

　

堺
町
御
門
は
堺
町
通
り
に
面
し
て
お
り
、
昔
は
現
在
よ
り
奥
ま
っ
た
位
置

（
北
）
に
御
門
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

図一　合祀者の額の一部

図二　京都御苑の各御門



56

若
越
郷
土
研
究　

六
十
一
巻
二
号

　

こ
こ
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
十
六
日
、
天
龍
寺
な
ど
に
布
陣
し

て
い
た
長
州
藩
に
よ
り
蛤
御
門
、
中
・
下
立
売
御
門
、
堺
町
御
門
へ
と
進
軍
・

襲
撃
さ
れ
た
御
門
の
一
つ
で
、
蛤
御
門
に
次
い
で
激
戦
地
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
堺
町
御
門
を
警
備
し
て
い
た
越
前
藩
と
長
州
藩
真
木
隊
と
の
間
で
戦
闘

に
な
り
、
越
前
藩
に
七
名
の
戦
死
者
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
越
前
藩
で
は
警

備
し
て
い
た
御
門
の
名
前
を
と
り
京
都
堺
町
禁
門
の
変
と
称
し
て
い
る
が
、
激

戦
地
で
あ
っ
た
蛤
御
門
に
因
ん
で
蛤
御
門
の
変
ま
た
は
禁
門
の
変
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
多
い
。

　

堺
町
御
門
か
ら
蛤
御
門
ま
で
御
苑
内
を
歩
い
て
み
た
が
、
か
な
り
の
道
の
り

を
感
じ
た
。

　

京
都
市
民
は
自
転
車
で
移
動
し
た
り
、
御
苑
の
管
理
者
は
電
気
自
動
車
で
筆

者
の
そ
ば
を
走
り
抜
け
て
い
っ
た
。
御
苑
の
中
に
は
、
京
都
御
所
や
仙
洞
御
所

が
あ
り
、
皇
族
や
公
家
の
住
居

跡
地
や
異
様
に
成
長
し
た
木
々

の
大
き
さ
を
見
な
が
ら
、
京
都

遷
都
一
二
一
八
年
の
歴
史
の
重

さ
を
感
じ
た
。

　

そ
の
後
、
長
州
藩
は
、
御
所

に
発
砲
し
た
朝
敵
の
汚
名
を
着

せ
ら
れ
て
、
八
月
十
八
日
の
世

変
に
続
い
て
再
び
京
都
を
追
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

禁
門
の
変
の
四
年
後
、
鳥
羽

伏
見
の
戦
い
が
勃
発
し
、
そ
の
後
、
戦
場
が
東
京
、
越
後
、
会
津
、
東
北
を
経

て
明
治
二
年
三
月
に
箱
館
で
終
結
す
る
ま
で
の
二
年
間
国
内
戦
が
続
い
た
。

　

新
政
府
軍
は
錦
の
御
旗
を
基
に
西
軍
ま
た
は
時
に
は
官
軍
と
も
呼
ば
れ
、
旧

幕
府
軍
は
東
軍
か
ら
次
第
に
賊
軍
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
一
日
江
戸
城
が
無
血
開
城
さ
れ
た
後
も
、
五

月
三
日
に
は
「
奥
羽
越
列
藩
同
盟
」
が
成
立
し
た
。『
福
井
県
史
』
に
よ
る
と
、

越
前
藩
が
再
び
戊
辰
戦
争
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
会
津
征
討
の
た
め

越
後
口
に
出
兵
を
命
じ
ら
れ
、
六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
総
勢

一
二
〇
〇
人
、
さ
ら
に
七
月
四
日
に
六
小
隊
を
長
岡
藩
征
討
に
投
入
し
た
時
か

ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
七
月
二
十
九
日
に
は
長
岡
城
（
現
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
付
近
）
が
再
び
西

軍
に
奪
還
さ
れ
、
北
越
戦
争
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
た
。

　

こ
の
北
越
・
会
津
戦
争
で
は
、
長
岡
藩
の
河
井
継
之
助
の
活
躍
や
会
津
藩
白

虎
隊
の
悲
話
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
越
前
藩
兵
の
活
躍
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

　
　
　

三　

新
潟
県
護
国
神
社

　

新
潟
市
は
信
濃
川
と
阿
賀
野
川
の
堆
積
地
に
発
達
し
た
地
で
、
江
戸
時
代
西

廻
り
航
路
の
寄
港
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
戊
辰
戦
争
で
は
長
岡
藩
や
会
津
藩
の

武
器
弾
薬
の
補
給
基
地
と
な
り
、
西
軍
を
お
お
い
に
苦
し
め
た
。

　

慶
応
四
年
七
月
二
十
五
日
西
軍
が
千
名
に
及
び
兵
士
を
海
路
よ
り
阿
賀
野

川
河
口
（
現
新
潟
市
松
浜
一
丁
目
）
の
右
岸
に
広
が
る
松
ヶ
埼
に
上
陸
さ
せ
、

図三　堺町御門
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越
前
（
福
井
）
藩
の
戊
辰
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て 

二
十
九
日
ま
で
の
五
日
間
、
対
す
る
東
軍
（
米
沢
、
会
津
、
庄
内
）
と
の
間
で

激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
多
く
の
兵
が
戦
死
し
た
。

　

次
に
著
者
が
訪
ね
た
の
は
、
新
潟
市
西
船
見
町
に
あ
る
新
潟
県
護
国
神
社
で

あ
る
。

　

一
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
参
道
を
進
む
と
、
左
手
の
松
林
の
中
に
「
戊
辰
役
殉

難
者
墓
苑
」
の
石
柱
と
「
戊
辰
新
潟
戦
争
」
の
説
明
文
が
あ
る
。

『
新
潟
県
護
国
神
社
』
由
緒
に
よ
る
と
、

　
　

 

明
治
元
年
十
月
二
十
九
日
、
新
潟
市
常
盤
ケ
岡
（
現
新
潟
市
中
央
区
旭
町

一
番
町
、
新
潟
大
学
医
学
部
）
に
「
招
魂
社
」
を
祀
り
、 

明
治
維
新
の
国

事
に
殉
難
し
た
ご
英
霊
の
慰
霊
祭
を
行
っ
た
。明
治
八
年「
新
潟
招
魂
社
」、

明
治
三
十
四
年
官
祭
社
「
新
潟
招
魂
社
」
と
な
り
、
昭
和
十
四
年
に
「
新

潟
縣
護
國
神
社
」
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
年
五
月
、
現
在
地
に
「
新
潟
縣

護
國
神
社
」
を
創
建
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
の
後
昭
和
六
十
年
に
旧
新
潟
大
学
本
部
跡
地
（
元
招
魂
社
跡
）
か
ら
東

軍
の
も
の
と
思
わ
れ
る
九
十
二
体
の
遺
骨
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、「
戊
辰
役

殉
難
者
墓
苑
」
に
埋
葬
し
、
二
度
目
の
戊
辰
の
年
に
あ
た
る
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）
に
、
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
東
軍
の
慰
霊
碑
を
建
立
し
た
。

　

こ
の
「
戊
辰
役
殉
難
者
墓
苑
」
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
明
治
元
年
や
二

年
の
石
塔
（
灯
籠
）
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
大
正
四
年
建
立
の
「
戊
辰
薩
藩
戦

死
者
墓
」（
平
成
二
年
十
一
月
修
復
）
や
、
真
新
し
い
「
御
親
兵
十
津
川
隊
戊

辰
役
戦
没
者
招
魂
碑
」（
昭
和
三
十
二
年
四
月
）、「
戊
辰
役
東
軍
慰
霊
碑
」（
昭

和
六
十
三
年
）、
平
成
十
二
年
三
月
に
建
立
し
た
「
大
洲
藩
船
殉
難
者
慰
霊
」

の
碑
ま
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
戊
辰
役
殉
難
者
墓
苑
」
の
右
手
奥
に
は
「
新
潟
県

満
州
開
拓
殉
難
者
」
の
碑
が
あ
り
、
ま
る
で
墓
碑
の
資
料
館
の
様
相
を
呈
し
て

い
た
。
ま
た
、
あ
る
資
料
に
よ
る
と
、「
東
軍
と
西
軍
、
敵
味
方
を
同
じ
場
所

に
埋
葬
し
た
珍
し
い
墓
苑
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
事
実
に
相
違
は
な
い

が
、
こ
れ
は
昭
和
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
。

　
「
戊
辰
役
殉
難
者
墓
苑
」
で
、
越
前
藩
の
墓
碑
十
基
に
は
じ
め
て
出
会
え
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
碑
面
に
あ
る
べ
き
埋
葬
者
の
文
字
が
十
基
と
も
削

図四　戊辰役殉難者墓苑

図五　越前藩の墓碑全景
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り
取
ら
れ
、
越
前
藩
の
名
前
を
残
す
だ
け
で
あ
っ
た
。
唯
一
埋
葬
者
が
特
定
で

き
る
墓
碑
は
部
分
的
に
「
・
・
休
高
命　

三
十
五
歳
」
が
残
さ
れ
て
い
た
「
前

田
喜
平
休
高
命
」
の
一
基
の
み
で
あ
っ
た
。

①
新
潟
護
国
神
社
「
戊
辰
役
殉
難
者
墓
苑
」
の
墓
碑
は
な
ぜ
十
基
か

　
『
福
井
県
史 
通
史
編
』
で
は
、
明
治
政
府
が
編
纂
し
た
『
復
古
記
』
を
引
用

し
て
、
越
前
藩
の
戦
死
者
は
十
名
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
足
羽
山
招
魂
社
の

記
録
（
表
２
）
で
は
銃
創
な
ど
が
原
因
で
そ
の
後
死
亡
（
明
治
二
年
二
月
に
柏

崎
と
三
年
三
月
に
本
籍
）
し
た
二
名
を
加
え
る
と
戦
死
者
が
十
二
名
に
な
る
。

　

従
っ
て
、
越
前
藩
の
戊
辰
役
戦
没
者
碑
は
明
治
元
～
二
年
の
初
め
に
計
画
さ

れ
建
立
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、「
戊
辰
役
殉
難
者
墓
苑
」
の

埋
葬
者
は
足
羽
山
招
魂
社
に
合
祀
さ
れ
た
表
２
の
う
ち
、
そ
の
後
死
亡
し
た
二

名
を
除
い
た
十
名
と
推
定
さ
れ
る
。

② 

新
潟
護
国
神
社
の
越
前
藩
士
の
墓
碑
面
は
「
越
前
藩
」
名
だ
け
残
し
て
何
故

削
り
取
ら
れ
た
か

・  

墓
碑
の
破
損
や
焼
跡
が
な
い
の
で
、
天
変
地
変
な
ど
に
よ
る
も
の
と
は
考
え

に
く
い
。

・  

碑
面
は
、
人
工
的
に
ノ
ミ
の
様
な
も
の
で
、
丁
寧
に
少
し
ず
つ
削
り
取
っ
た

よ
う
に
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
と
不
慮
の
死
の
場
合
丁
寧
に
祀
ら
な
い
と
祟
り
が
あ
る
と

い
う
「
御
霊
《
ご
り
ょ
う
》
信
仰
」
か
ら
考
え
る
と
、
足
羽
山
招
魂
場
が
明
治

三
年
九
月
に
建
立
さ
れ
た
明
治
二
年
か
ら
三
年
の
間
に
戊
辰
戦
争
が
も
と
で
亡

く
な
っ
た
二
名
を
加
え
た
計
十
二
名
を
新
た
に
足
羽
山
招
魂
場
に
祀
り
直
し
、

新
潟
の
招
魂
社
墓
碑
の
英
霊
を
改
葬
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。

　

墓
碑
の
お
霊
抜
き
（
御
霊
改
め
）
を
し
た
後
、
碑
面
を
削
り
単
な
る
石
碑
と

し
た
が
、
越
前
藩
所
有
の
碑
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
藩
名
を
残

し
た
と
推
論
し
た
。
な
お
、
詳
細
は
今
後
の
調
査
を
待
ち
た
い
。

③
墓
碑
頭
部
の
形
状
が
三
角
形
で
あ
る

　

明
治
初
年
頃
の
墓
石
は
板
状
ま
た
は
柱
状
で
、
頭
部
が
丸
み
を
帯
び
た
か
ま

ぼ
こ
形
か
方
錐
形
が
多
い
。
頭
部
が
三
角
形
の
形
状
を
し
て
い
る
墓
碑
は
非
常

に
珍
し
く
、「
戊
辰
役
殉
難
者
墓
苑
」
で
は
越
前
藩
の
墓
碑
の
み
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
小
田
康
徳
他
に
よ
る
と
、
そ
の
後
戦
没
者
墓
碑
の
形
状
は
、
明
治
七

年
（
一
八
七
四
）
十
月
に
は
、
陸
軍
省
が
「
陸
軍
埋
没
地
ニ
葬
ル
ノ
法
則
」
を

公
布
し
て
、
四
角
柱
に
頭
部
が
方
錐
形
と
指
導
し
た
が
、
遺
族
の
意
向
も
あ
っ

て
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

④
神
式
か
仏
式
か

　

越
前
藩
の
墓
碑
は
「
・
・
・
命
」
の
文
字
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
神
式
で
、

西
軍
ま
た
は
松
平
家
が
建
立
し
た
と
推
論
し
て
支
障
が
な
い
と
考
え
た
。

　

と
こ
ろ
で
、戊
辰
戦
争
に
お
け
る
越
前
藩
の
戦
没
者
は
何
名
で
あ
っ
た
の
か
。

図六　休高碑
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越
前
（
福
井
）
藩
の
戊
辰
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て 

神名（被葬者） 藩　名 合祀年月日 戦死事故 足羽山
招魂社 埋葬地

津田弥六太橘正順
命 福井藩 明治六年十月

十二日私祭
元治元甲子年七月十九日京師堺町役ニ於テ
銃丸ニ由り死ス。齢 48 才 ○

浅井常次郎直命 福井藩 同 同断、齢 25 才 ○
山口藤太左衛門保
儀命 福井藩 同 同年同月同日同所ニ於テ銃丸ニ由リ八月三

日同所岡崎屋敷ニ於テ傷死ス　齢 40 才 ○

柴田勝氏命 福井藩 同 同年同月同日同所ニ於テ銃丸ニ由リ同日岡
崎屋敷ニ於テ傷死ス　齢 41 才 ○

黒川栄太郎橘正澄
命 福井藩 同 同断　齢 19 才 ○

文太夫命 福井藩 同 同年同月同日同所ニ於テ銃丸ニ由リテ死ス ○
平三郎命 福井藩 同 同断 ○

神名（被葬者） 所属
年齢 戦死年月日など 足羽山招魂社

合祀年月日（12 柱）
足羽山招魂社
以外の埋葬地 戦死地

東方新吾金秋命 福井藩
50 歳

明治元年 7 月 25 日越后国三島
郡輿板ニ於テ負傷
同 2 年 2 月 15 日柏崎ニテ死ス

明治 6 年 10 月 12 日
鎮祭明治 8 年 4 月 24
日　官祭 越後赤谷で

戦闘。幾次
郎ら 3 名も
重傷、後に
没

高階幾次郎原在庸
久命

福井藩
32 歳

同年 8 月 11 日越后国蒲原郡小
松ニ於テ銃丸ニ由リ同 3 年 3
月 4 日本籍ニテ傷死ス　

同

若嶋清三郎命 福井藩
23 歳

同年 8 月 13 日越后国蒲原郡小
松村ニ於テ銃創ヲ被リ同月 14
日五泉病院ニテ死ス

同

岩上直作朝道命 福井藩
22 歳

同年 9 月 1 日越后国岩船郡岩
石村後山上ニ於テ戦死ス 同

吉川作兵衛信勝命 福井藩
32 歳

同年 9 月 1 日越后国岩船郡高
畑山ニ於テ戦死ス　 同

若嶋三次郎命 福井藩
22 歳

同年 9 月 4 日奥州下河合村ニ
於テ銃創ヲ被リ同月 29 日新潟
病院ニテ死ス　

同

増永磯之助休晴命 福井藩
34 歳

同年 9 月 11 日陸奥国河沼郡熊
倉村ニ於テ戦死ス　 同 会津坂下町

光照寺

熊倉付近で
激戦。大西
ら 5 名戦死

（熊倉）

大西孝左衛勝行命 福井藩
31 歳 同断　 同 会津坂下町

光照寺

前田喜平休高命 福井藩
35 歳 同断　 同 新潟護国神

社（他 9 柱）

山口賢之助賢好命 福井藩
18 歳

同年 9 月 11 日陸奥国河沼郡津
川口熊倉村ニ於テ銃創ヲ被り
同年 10 月 5 日新潟病院ニテ死
ス

同

渡辺源四郎元孝命 福井藩
32 歳

同年 9 月 11 日同所ニ於テ戦死
ス 同 会津坂下町

光照寺

森　栄之助 福井藩
24 歳

明治元年 9 月 13 日越後板屋沢
村で戦死　

村上市勝木
共同墓地

越後板屋沢
村で戦死新　助 深見村

30 歳
明治元年 9 月 24 日越後板屋沢
村で戦死　

村上市勝木
共同墓地

福井藩戦死墓 3 基 福井藩 3 名とも戒名のみで記載。被
葬者不明

村上市勝木
共同墓地

歸山源蔵則章命 福井藩
45 歳

同年 10 月 1 日出羽国田河郡鼠
ケ関ニ於テ戦死ス　 同 鼠ケ関で戦

死

八木　三郎 福井藩
21 歳 明治元年秋会津で戦死　 会津若松市

東明寺

融通寺境内
鶴ヶ城包囲
戦の戦死者

（?）

表 1　堺町禁門の変福井藩埋葬者一覧

表 2　戊辰戦争越前藩埋葬者一覧

戦死者：復古記 10 名、戊辰戦争　新人物往来社　2034 人中 15 名の記述あり（族籍・身分は略）

（族籍・身分は略）



60

若
越
郷
土
研
究　

六
十
一
巻
二
号

『
復
古
記
』
と
足
羽
山
招
魂
社
の
記
録
で
も
異
な
り
、
三
百
藩
戊
辰
戦
争
事
典

で
は
、
一
説
に
よ
る
と
二
千
三
十
四
名
出
征
し
て
、
戦
死
者
が
二
十
三
名
、
負

傷
者
が
三
十
二
名
の
記
録
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
越
後
、
会
津
地
域
に
は

未
調
査
の
越
前
藩
戦
没
者
の
墓
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、

さ
ら
に
調
査
を
進
め
た
。

　
　
　

四　

新
潟
県
村
上
市
勝
木
《
が
つ
ぎ
》
共
同
墓
地

　
『
福
井
県
史
』
に
よ
る
と
、
越
前
藩
の
一
軍
は
庄
内
に
進
撃
し
、
特
に
鼠
ケ

関
口
（
現
山
形
県
鶴
岡
市
、
新
潟
県
の
県
境
）
で
は
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

た
と
記
し
て
い
る
の
で
、
鼠
ケ
関
の
西
軍
本
陣
が
あ
っ
た
勝
木
を
訪
ね
た
。　

　

新
潟
か
ら
羽
越
本
線
の
各
駅
停
車
の
電
車
に
乗
り
、
二
時
間
程
で
勝
木
駅
に

到
着
し
た
。駅
の
裏
手
に
は
大
型
の
地
域
医
療
総
合
病
院
が
あ
り
、地
区
の
人
々

は
駅
構
内
を
通
っ
て
通
院
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
訪
問
し
た
平
成
二
十
六

年
十
一
月
十
四
日
は
風
雨
が
強
く
、
駅
前
の
長
濱
旅
館
で
勝
木
共
同
墓
地
の
場

所
を
聞
い
た
。
国
道
七
号
線
を
越
え
、
幼
稚
園
を
左
に
見
な
が
ら
、
駅
か
ら

一
〇
分
ほ
ど
の
小
高
い
丘
に
共
同
墓
地
は
あ
っ
た
。
ま
ず
戊
辰
戦
争
受
難
者
墓

所
の
案
内
碑
文
か
ら
紹
介
し
た
い
。

　

戊
辰
戦
争
は
慶
応
四
年
一
月
に
始
ま
り
、
凡
そ
九
ケ
月
で
終
わ
っ
た
が
、
戦

域
が
越
後
、
庄
内
の
国
境
に
及
ぶ
や
こ
こ
勝
木
は
西
軍
の
鼠
ケ
関
開
戦
基
地
と

な
り
、
西
軍
幹
部
は
当
地
に
止
宿
し
て
指
揮
を
と
っ
た
。
そ
の
た
め
明
治
元
年

九
月
上
旬
よ
り
下
旬
に
至
る
中
浜
方
面
の
戦
死
者
は
護
送
さ
れ
勝
木
共
同
墓
地

の
一
画
に
埋
葬
さ
れ
た
。
土
州
六
基
、
加
州
三
基
、
越
前
五
基
十
四
基
で
あ
る
。

（
後
略
）
平
成
十
八
年
三
月
吉
日　

魅
力
あ
る
勝
木
集
落
つ
く
り
委
員
会

　

勝
木
共
同
墓
地
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
に
、
改
葬
さ
れ
た
戊
辰
戦
争
戦
没
者
の

墓
地
が
二
カ
所
に
分
か
れ
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
越
前
藩
の
墓
地
は
コ

の
字
型
の
入
口
に
近
い
と
こ
ろ
に

　
　

新
助　
　
　

 

□
□　

深
見
村
（
新
潟
県
魚
沼
郡
に
あ
っ
た
村
）
の
農　

明

治
元
年
九
月
二
十
四
日
越
後
板
屋
沢
村（
現
新
潟
県
村
上
市
）

で
戦
死　

三
十
歳

　
　

森
栄
之
助　

明
治
元
年
九
月
十
三
日
越
後
板
屋
沢
村
で
戦
死　

二
十
歳

　

戒
名
の
み
で
、
越
前
藩
と
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
被
葬
者
の
特
定
で
き
な
い

墓
碑
が
三
基
あ
っ
た
。

　

先
に
訪
れ
た
「
戊
辰
役
殉
難
者
墓
苑
」
で
も
、「
戊
辰
薩
藩
戦
死
者
墓
」
に

農
民
兵
と
思
わ
れ
る
多

く
の
戦
死
者
が
陶
板

に
名
前
が
残
さ
れ
て
い

た
。
勝
木
墓
地
に
も
ほ

ん
の
一
部
と
思
わ
れ
る

が
、
農
民
兵
が
戊
辰
戦

争
で
戦
死
し
た
記
録
が

残
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
森
栄
之
助
は

初
め
て
接
す
る
戦
没
者

名
で
あ
り
、
か
つ
戒
名

の
み
で
埋
葬
さ
れ
た
三

富山藩
（碑には金
沢藩）

金沢藩 金沢藩

　

図七　新潟県村上市勝木共同墓地（越前藩関係分）

森
栄之介墓

越前藩
新助墓

越前藩
戒名のみ

越前藩
戒名のみ

越前藩
戒名のみ

図七　勝木共同墓地　越前藩見取り図
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基
は
被
葬
者
が
特
定
で
き
ず
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
墓
碑
は
鼠
ケ
関
で
戦
死

し
た
歸
山
源
蔵
則
章
（
表
２
）
と
は
異
な
り
、
関
係
者
に
よ
り
仏
式
で
埋
葬
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

五　

福
島
県
河
沼
郡
会
津
坂
下
光
照
寺

　
『
三
百
藩
戊
辰
戦
争
事
典
』
に
よ
る
と
、
九
月
十
日
、
越
前
藩
は
会
津
へ
進

撃
と
な
り
、
翌
十
一
日
、
熊
倉
（
現
福
島
県
喜
多
方
市
）
付
近
の
激
し
い
銃
撃

戦
で
栃
屋
隊
の
大
西
孝
左
エ
門
ら
五
名
が
戦
死
し
た
。
こ
れ
は
会
津
藩
が
降
伏

す
る
十
一
日
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
熊
倉
が
あ
る
喜
多
方
市
と
西
軍
の
本
陣
が
あ
っ
た
会
津
坂
下
は
阿
賀
野

川
の
福
島
県
側
で
あ
る
阿
賀
川
を
挟
ん
で
約
十
キ
ロ
余
り
の
距
離
に
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
会
津
坂
下
の
駅
を
降
り
て
少
し
歩
く
と
、
名
歌
手
の
春
日
八

郎
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
っ
す
ぐ
進
む
と
会
津
坂
下
町
の
中

心
部
に
出
て
、
町
役
場
の
近
く
に
光
照
寺
が
あ
っ
た
。
庫
裡
の
横
に
一
段
と
高

く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
戊
辰
戦
争
戦
没
者
六
人
墓
が
あ
っ
た
。こ
こ
は
越
前
藩（
増

永
磯
之
助
、
大
西
孝
左
衛
、
渡
辺
源
四
郎
、
熊
倉
で
戦
死
）
と
高
田
藩
（
松
井

勝
之
助
、
新
村
巳
代
治
、
高
橋
源
四
郎　

若
松
で
戦
死
）
の
合
同
墓
で
、
越
前

藩
と
高
田
藩
と
は
次
の
様
な
姻
戚
関
係
に
あ
る
。

図八　勝木共同墓地　越前藩墓碑

図九　�会津坂下光照寺越前藩合
葬墓碑



62

若
越
郷
土
研
究　

六
十
一
巻
二
号

　

元
和
九
年
（
一
六
二
〇
）
に
松
平
忠
直
の
不
行
跡
に
よ
り
、
忠
直
の
弟
で
越

後
高
田
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
忠
昌
を
福
井
へ
転
封
し
、
忠
直
の
嫡
子
で
越
前
藩

主
の
松
平
光
長
を
越
後
高
田
藩
へ
移
封
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
両
藩
の
合
同
墓
に
な
り
、
会
津
戦
争
の
戦
後
処
理
も

両
藩
に
任
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

　
　
　

六　

会
津
東
明
寺
西
軍
（
官
軍
）
墓
地

　

さ
て
、
会
津
戦
争
の
終
焉
の
地
、
会
津
若
松
市
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
Ｊ

Ｒ
会
津
若
松
駅
の
観
光
案
内
所
で
、
戊
辰
戦
争
の
墓
地
の
場
所
を
確
認
し
た
。

「
お
客
様
は
西
軍
関
係
者
で
す
か
、
そ
れ
と
も
東
軍
関
係
者
を
お
探
し
で
す
か
」

と
聞
か
れ
、「
西
軍
墓
地
は
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
の
ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
に
乗
っ
て
、

次
の
停
留
所
の
会
津
町
方
伝
承
館
で
下
車
し
て
下
さ
い
。
そ
こ
に
西
軍
墓
地
が

あ
り
ま
す
」
と
教
え
ら
れ
た
。

　

会
津
町
方
伝
承
館
の
あ
る
交
差
点
の
脇
に
戊
辰
戦
役
西
軍
戦
没
者
墓
地
の
案

内
版
が
あ
っ
た
（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
に
訪
問
し
た
際
に
は
こ
の
看
板
は
な

か
っ
た
）。

　
　

 （
略
）
明
治
二
年
四
月
現
在
の
墓
地
が
建
て
ら
れ
て
か
ら
は
県
の
招
魂
社

で
管
理
を
し
祭
礼
を
し
て
き
た
が
、
今
次
大
戦
後
は
官
修
墓
地
の
制
も
な

く
な
っ
た
の
で
、
西
軍
墳
墓
史
跡
保
存
会
が
年
々
祭
礼
を
行
っ
て
き
て
い

る
。
こ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
各
藩
戦
没
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

土
佐
藩　

四
十
九
人　
　
　

薩
摩
藩　
　

三
十
三
人　

　
　
　

長
州
藩　

二
十
四
人　
　
　

大
垣
藩　
　

二
十
人

　
　
　

肥
州
藩　

十
一
人　
　
　
　

備
州
藩　
　

六
人

　
　
　

岡
山
藩　

三
人　
　
　
　
　

館
林
藩　
　

二
人

　
　
　

越
前
藩　

一
人　
　
　
　
　

藩
籍
不
明　

一
人

　
『
歴
史
読
本
シ
リ
ー
ズ　

幕
末
維
新
シ
リ
ー
ズ
②
』
に
よ
る
と
、
こ
の
西
軍

墓
地
の
埋
葬
者
は
鶴
ヶ
城
の
包
囲
戦
で
の
戦
死
者
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

越
前
藩
が
こ
の
包
囲
戦
に
参
画
し
た
明
確
な
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
改
葬
さ
れ
た
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る

　

八
木
三
郎
墓　

福
井
藩　

明
治
元
年
秋　

会
津
で
戦
死
。
二
十
一
歳

は
、
ど
の
よ
う
な
方
な
の
か
漠
然
と
し
た
墓
碑
銘
だ
け
で
は
判
断
し
難
い
が
、

戦
死
の
年
月
日
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
戦
乱
に
紛
れ
た
行
方
不
明
者
と
し

て
供
養
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

九
月
十
四
日
な
る
と
、
会
津
戦
争
も
終
結
し
て
福
井
藩
兵
は
会
津
駐
留
の
六

小
隊
を
除
き
、
同
年
十
一
月
に
帰
藩
し
た
。
な
お
、
越
前
藩
と
高
田
藩
は
新
政

府
か
ら
会
津
戦
争
の
戦
後
処
理
を
任
さ
れ
た
が
、
占
領
軍
監
察
方
兼
断
獄
の
筆

図十　�会津東明寺西軍（官軍）墓地に
ある越前藩の墓碑
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南
川　

越
前
（
福
井
）
藩
の
戊
辰
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て 

頭
頭
取
越
前
藩
士
久
保
村
文
四
郎
は
東
軍
戦
死
者
の
埋
葬
の
不
手
際
に
よ
り
、

離
任
後
の
帰
路
で
会
津
藩
士
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

お 
わ 
り 

に

　

大
正
九
年
に
行
わ
れ
た
戊
辰
戦
争
五
十
年
祭
で
、
南
部
藩
の
上
級
武
士
の
家

に
生
ま
れ
た
原
敬
は
「
日
本
国
に
は
朝
敵
な
ど
は
存
在
し
な
い
。
あ
の
戦
争
は

見
解
の
相
違
で
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
薩
長
（
天
皇
）

中
心
の
政
治
が
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
続
い
て
、
見
解
の
相
違
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
ほ
ど
大
き
な
犠
牲
が
払
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、お
家
存
続
の
た
め
に
東
軍
・

西
軍
の
両
方
に
出
兵
し
た
郡
上
八
幡
藩
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
徳
川
幕
府

の
親
藩
で
あ
っ
た
越
前
藩
は
会
津
藩
の
様
な
大
き
な
犠
牲
を
出
さ
ず
に
済
み
、

そ
の
間
の
舵
取
り
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
紹
介
し
た
戊
辰
戦
争
戦
没
者
墓
地
は
ほ
と
ん
ど
改
葬
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
案
内
板
に
も
平
和
な
時
代
に
建
て
ら
れ
た
感
覚
が
感
じ
取
ら
れ
る
。
ま
た
、

紹
介
し
た
墓
碑
は
い
ず
れ
も
屋
外
に
建
立
さ
れ
て
い
た
の
で
、そ
の
う
ち
摩
滅
・

破
損
す
る
日
も
そ
う
遠
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
新
潟
県
護
国

神
社
「
戊
辰
役
殉
難
者
墓
苑
」
で
見
た
「
戊
辰
薩
藩
戦
死
者
墓
」（
平
成
二
年

十
一
月
修
復
）
で
は
、
農
兵
一
人
に
至
る
ま
で
戦
死
者
名
を
陶
板
に
焼
き
こ
み

長
く
英
霊
に
特
別
の
配
慮
を
し
た
努
力
が
み
ら
れ
た
。
と
て
も
心
う
た
れ
る
思

い
で
あ
る
。

註（
１
）南
川
傳
憲「
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て（
二
）」（『
若

越
郷
土
研
究
』
五
九
巻
一
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
２
）『
歴
史
人
』
第
五
巻
第
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
）。　

（
３
）
星
亮
一
・
戊
辰
戦
争
研
究
会
編
『
戊
辰
戦
争
を
歩
く
―
幕
末
維
新
歴
史
探
訪
の
旅
』（
光

人
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
４
）『
京
都
時
代
Ｍ
Ａ
Ｐ　

幕
末
・
維
新
編
』（
光
村
推
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）。　

（
５
）
教
育
課
社
寺
係
編
『
官
祭
招
魂
社　

官
修
墳
墓
明
細
帳
』（
大
正
四
年
。
福
井
県
立

図
書
館
蔵
）。

（
６
）『
福
井
県
史 

通
史
編
５
近
現
代
』（
福
井
県
、
一
九
九
四
年
）。

（
７
）『
三
百
藩
戊
辰
戦
争
事
典 

上
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。　

（
８
）
加
藤
貞
仁
『
戊
辰
戦
争
と
う
ほ
く
紀
行
』（
無
明
舎
出
版
、
一
九
九
九
年
）。

（
９
）『
別
冊
歴
史
読
本
増
刊　

歴
史
読
本
シ
リ
ー
ズ　

幕
末
維
新
シ
リ
ー
ズ
②　

戊
辰
戦

争
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
三
年
）。

（
⓾
） 

小
田
康
徳
ほ
か
編
著
『
陸
軍
墓
地
が
か
た
る
日
本
の
戦
争
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
六
年
）。

（
⓫
） 

佐
々
木
克
『
戊
辰
戦
争
―
敗
者
の
明
治
維
新
（
中
央
新
書
）』（
中
央
公
論
社
、

一
九
七
七
年
）。


